
　　　　

2026 年
3
月

1
日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事（お正月初詣。お花見・夏休みにプール遊び・夏祭り・ハロウィン祭り・クリスマス会・他事業所との交流会等）。
・商業施設への外出、買い物学習。
・近隣公園への外出。
・工場見学。

（別添資料１）

家族支援

①児童の発達に関する相談・助言等　②支援内容に関する相談・助言等
③家庭生活に関する相談・助言等 ④集団生活に関する相談・助言等
⑤兄弟(姉妹）児に関する相談・助言等⑥制度に関する相談・助言等

移行支援

進級・進学・就業時の担当者会議等への参加。

地域支援・地域連携

・相談支援事業所、障害福祉サービス等との連携。
・学校や併用利用先との情報共有。 職員の質の向上

強度行動障害支援者研修や保育士資格試験、児童発達支援管理責任者研修
などスタッフの支援向上に向け取り組んでいる。

支　援　内　容

・健康状態の維持や改善、基本的生活スキルの習得、生活リズムの形成。また年齢が上がるにつれ、感情をコントロ-ルする意義を学べるよう支援。

・子ども達の優位な感覚を学習時や生活の場面から把握してご本人様に伝えることで、それらを活かした形で学習などを行なえるよう、支援をします。また感覚過敏や鈍麻が原因の生活上
の課題についても対策を一緒に考え、活動内で実践し、日常生活に取り入れていくことを支援します。

本
人
支
援

・来所時にスケジュール表を確認し、学習量に対する必要な時間を意識するなど、時間的な見立てを身に付けることを目標として支援を行います。タイマー等のツールの使用など時間の配
分の意識し、最も適した形をお子様と一緒に模索していきます。

・学習時の問題文の読み取りなどをサポートし、文章の内容理解やその方法の習得を支援します。また、学習時のみではなく、交流や生活の場面においても言語化や相手に伝わりやすい伝
え方（挨拶・礼儀・感謝の気持ち）などを一緒に考え、伝えたいことが伝わるよう整理し、生活の中でのコミュニケーションの力を伸ばしいけるよう支援します。

・活動や遊びの中で、人との関係を意識し身近な人と信頼関係を構築し、集団で発生するような人間関係において相手も自分も大切にした行動を選択できるように行います。また、ルール
の理解が必要な遊びや集団活動に取り組み、地域施設など、社会見学等を通して地域との交流を行います。

支援方針
・「安全な支援の実践」の提供に努めます。利用者に合った「自立への支援」に努めます。支援者としての倫理観を持ち行動します。利用者さんの人としての尊厳と権利を尊重します。支
援者として日々研鑽します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 ・個人の尊厳を大切にし、その人の有する能力に応じ地域の一員として自立した日常生活を営むことができるよう、心のこもった質の高い支援で地域福祉に貢献できる施設を目指します。

事業所名 たからもの 作成日支援プログラム（参考様式）


